
（別紙３）

～ 2025年　3月　24日

（対象者数） 38名 （回答者数） 32名

～ 2025年　3月　24日

（対象者数） ９名 （回答者数） ９名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

研修に参加し、個々のスキルアップを図り、支援の充実・
サービスの質の向上に努める。

2

移行時の情報共有の徹底と就労に向けての支援の充実を行っ
ていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

将来的には施設内に広場を整備する予定。

2

3

専門職（理学・作業・看護師等）を配置し、児童の特性を理
解し、のばしていく。

理学療法士、作業療法士、看護師が児童一人ひとりに合わせ
た訓練プログラムを作成。体調管理を定期的に行い、食事面
など保護者に助言している。

多機能型施設のため、放課後等デイサービスから就労への移
行がスムーズに行える。

児童一人ひとりの特性や状況・支援内容などをスムーズに共
有することができる。
環境変化が少なく、移行の際に児童への負担がすくない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

身体を動かせるような広い環境がない。 施設周辺に広場、体育館がなく、お散歩などは天候によって
行えない。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 社会福祉法人真和会　櫻苑

○保護者評価実施期間 2025年　3月　7日

○保護者評価有効回答数

2025年　3月　7日

事業所における自己評価総括表公表
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